
 

 
 

 

 

令和 7 年 12 月 17 日，市内に新たに 2 件の市指定文化財が誕生しました。市内桑納威光院にある「妙

法蓮華経納置塔」と村上正覚院館跡で出土した「青銅製華瓶」です。それまで，市指定文化財は 28 件

でしたが，今回 2 件の指定により市指定文化財は 30 件となりました。 

今回は新規の指定を記念して，指定された 2 つの文化財についてご紹介いたします。 
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 （桑納 398 威光院） 

 この石塔は高さが2ｍ23cmと大変大きく，元文四年（1739

年）に桑納村の光明講（悪い行いがもたらす障害や苦しみ

を取り除き，消滅させること等を目的として光明真言とい

う短い言葉「オン アボキャ ベイロシャノウ マカボダ

ラ マニ ハンドマ ジンバラ ハラバリタヤ ウン」を

唱える村人の集まり）の人々によって造立されました。天

保 14 年（1843 年）「下総国千葉郡桑納村絵図」にも描かれ

ており，当時から地域の象徴的な存在であったことがわか

ります。円筒状の塔身部分の正面には「奉納妙法蓮華經一

字一禮書寫之所」とあり，一字一礼（一文字書くごとに仏

様に一礼すること）によって書写された「妙法蓮華経」と

いうお経が納められていることが記されています。 

 塔身の内部はくりぬかれ，内部には「妙法蓮華経」が 

納められた木製の箱が置かれています。塔身の左側面には 

「如我昔所願 今者已満足 化一切衆生 皆令入佛道」 

（私の昔のその所願は，今既に実現された。一切衆生を教 

化して，皆を仏道に入らせている），裏面には「乃至法界 平等利益 旹元文四年十月十五日」（このお勤め

の功徳は，この世のすべての人たちの幸せのためです。元文四年十月十五日），右側面には「寳函盛經置於寳

案 光明講中善男善女 毎月助成合力之軰 上求菩提下化有情」（宝を納める箱の中にお経を納め，宝を載せ

る台に置く。光明講の一員である信心深い信徒が協力してお金を出した。自らは成仏を求めて修行を行い，

広く皆を教化して仏道に導く。）と刻まれています。また，露盤
ろ ば ん

（次々頁上部写真参照）には梵
ぼん

字
じ

（古代イン

ドの文字）で胎蔵界四仏を表す「ア（宝幢
ほうとう

如来
にょらい

）・アー（開敷
か い ふ

華
け
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おう

如来
にょらい

）・アン（無量
むりょう

寿
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にょらい

）・アク（天
てん

鼓
く

雷音
らいおん

如来
にょらい

）」が刻まれています。 

妙法蓮華経納置塔は，実際にお経が内部に納められているという点で大変珍しいとともに，光明講中の人々

が妙法蓮華経を内部に納め本塔を造立しているという点から，江戸時代の桑納村の信仰状況を知ることがで

きる大変興味深い文化財です。 
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特集 令和 7 年度指定の文化財 
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◯青
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（村上 1170-2 八千代市立郷土博物館） 

村上の正覚院の境内はかつて中世の館があったとされ

る場所で，この華瓶は平成 5 年に行われた発掘調査の際

に，空堀の底の部分を掘った穴の中から出土したもので

す。中央の膨らんだ部分には雷文（ラーメンのどんぶり

のような模様）が 3 段あり，所々に花の文が付され，そ

の下には２つの帯状の突起があります。その形状は古代

中国のお酒を飲むための器である「觚（こ）」の形状であ

り，中国北宋時代の書物にもこの華瓶とほぼ同じ様な形

状とデザインのものが掲載されており，古代中国製の銅

器を模して作られたものと想像されます。 

 華瓶は香炉，燭
しょく

台
だい

とともに「三
みつ

具足
ぐ そ く

」を構成し，セッ

トで出土されることもありますが，この華瓶は単独で出

土しています。華瓶は供養するための道具として用いら

れる他，寺院を美しく飾り立てることを目的として用い

られれますが，この華瓶がどのような目的で使われてい

たのか等については詳しいことが分かりません。 

 この華瓶のような中世の青銅製の遺品は大変珍しく，

本市における中世の歴史を考える上で大変貴重な資料で

す。また，華瓶の存在は県指定文化財「木造釈迦如来立

像」，市指定文化財「宝篋印塔」等の正覚院関連文化財と

ともに，保元年間（1156 年～1159 年）開山と伝わる正覚

院の歴史を解明していく上で大変重要なものです。 
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露盤→ 

露盤の文字→ 塔の最上部→ 

 

 

下総国千葉郡桑納村絵図「威光院」部分拡大 
天保 14 年:1843 年（八千代市立郷土博物館寄託資料） 
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【案内図（地理院地図に加筆）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

華瓶胴部拡大 

上写真○部分拡大 

発見箇所：中世の堀跡 
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